
基 礎 実用化準備 応用化
研究開発段階

情　

報Inform
ation

1
Theme
テーマ

背　　景
　人と言語を用いてインタラクションするシステムの実現に向けた研究開発を行っています。
　最近一問一答型の対話システムは多く作られるようになってきましたが、それを上回る、飽きられないシステムを
実現するための技術が必要です。

概要・特徴
　対話を通じて知識を獲得する方式に関する基礎研究を行っています。対話の中でユーザ発話から得られる情報をも
とに、どのようにシステムが人間に尋ねればいいのかを考える手法を開発しています。

技術内容
　システムが持つ知識の表現として、単純な
質問応答対だけでなく、リレーショナルデー
タベースよりも柔軟な知識グラフとすること
や、そこから対話システムによる応答選択に
有用な汎化した知識を取り出すことも検討し
ています。これを通じて、自然な対話を続け
ながら、少しずつ賢くなっていくシステムを
目指しています。

社会への影響・期待される効果
●言語を用いた人と機械とのインタラクションを実現
●機械に対する親密度やユーザエクスペリエンスの向上
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